
　「循環」を考える場合，心臓がまず頭に浮かびますが，血液を各種臓器や組織に送る血
管（末梢循環）も極めて重要です．60 兆にも及ぶ体細胞数の生存に必要な栄養は血液で運ば
れるため，血管のコンディションは全身に影響することになります．19 世紀末の医聖ウィ
リアム・オスラー（Sir William Osler，1849～1919）は，「ヒトは血管から老いる」と警告し
ており，病態が進行し，循環障害が目に見えるようになったときには，相当に病状が進行
しているので，理学療法の実施に際しても心臓から全身血管に至る循環障害の予防や危険
因子への配慮が必要です．
　さて，本号の特集は「末梢循環障害の理学療法」についてその最前線をまとめていただ
きました．水落論文では，末梢循環障害の病態生理，症候学，医学的管理について，わか
りやすくまとめていただきました．特に病態生理を理解した上での他覚的徴候の評価は，
「人間の手で直接行われる理学療法（山本泰雄氏，とびら）」になくてはならない技術であり，
予防やリスク管理に欠かすことのできない重要な評価と思われます．佐藤論文では，理学
療法士の最大の武器である運動療法のエビデンスについて詳細に紹介していただきまし
た．まとまったレビューが少ない中で，読者には心強い論文をおまとめいただいたと思い
ます．また，津野論文では，深部静脈血栓症・肺塞栓症の予防についての取り組みについ
て紹介いただきました．理学療法は単なる対症療法ではなく，疾病の予防も包含すること
を示す貴重な論文です．林論文で解説いただいた人工炭酸泉治療は，理学療法の古典的な
温熱療法でありながら，テレビでも取り上げられるトレンドの治療法です．そして，ハー
トフィール論文では，本場ドイツでのリンパドレナージについてご紹介いただきました．
　本号ではタイミングよく，入門講座「ベッドサイドの患者評価」で「糖尿病」が掲載さ
れています．片田氏の臨床における真摯な取り組みが誌面に表現されており，特集記事に
関連した論文として読んでいただけるものと思われます．講座では，理学療法士に関連す
る裁判例の検討について上拾石氏に解説いただきました．6 例の具体的な判例を丁寧にか
つ慎重に説明いただいており，理学療法士の専門性が強く叫ばれる中で，専門性と責任の
関係についても触れていただいております．安全という医療の本質について再認識する上
でも，すべての理学療法士に一読いただきたい論文です．
　2006 年 4 月 1 日にリセットされたリハビリテーション料算定上限期日が過ぎ，各施設
ではどのような対応がなされているでしょうか？対象者が人間らしい生活を構築・再構築
するために，いかに総合的適応行動を支援していけるか，理学療法士の挑戦が期待されて
いると感じています． 

（高橋哲也）
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